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令和３年度全国学力・学習状況調査結果概要と改善策 旭川市立神楽中学校

調査日時：令和３年５月２７日（木）調査対象：第３学年生徒

◆学力調査◆ ※下線を引いている設問については、裏面に具体の改善策を示しております。

国語 数学

相当数の生徒 ・話合いの話題や方向を捉える ・与えられたデータから中央値を求めることができる
ができている ・質問の意図を捉える ・与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取
設問 ・文脈に即して漢字を正しく読む ることができる

・ヒストグラムからある階級の度数を読み取ることができる

課題のみられ ・話合いの話題や方向を捉えて、話す内容を考える ・数学的な結果を事象に即して解釈し、事柄の特徴を数学
た設問 ・書いた文章を読み返し、語句や文の使い方、段落相互 的に説明することができる

の関係に注意して書く ・データの傾向を的確に捉え、判断の理由数学的な表現を
・書いた文章を互いに読み合い、文章の構成の工夫を考 用いて説明することができる
える ・平行四辺形になるための条件を用いて、四角形が平行四

・文章に表れているものの見方考え方を捉え、自分の考 辺形になることの理由を説明することができる
えをもつ ・ある条件の下で、いつでも成り立つ図形の性質を見出し、

・伝えたい事柄が相手に効果的に伝わるように書く それを数学的に表現することができる

育みたい ・話す・聞く能力 ・数学的な見方や考え方
資質・能力 ・書く能力 ・数学的な技能

・読む能力 ・数量や図形などについての知識・理解
・言語についての知識・理解・技能

◆質問紙調査◆ ◆今後の取組◆ 神中生の確かな学力育成プラン

肯定的な回答が高い割 ○朝食を毎日食べている 学びを深める授業づくり
合を示した質問 ○毎日、同じぐらいの時刻に起きている

○人が困っているときは進んで助けている ○ICTを効果的に活用して、生徒一人一人の特性・学習進度・学習到達度等に応じ、重点
○いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う 的な指導や指導方法・教材等の工夫を行うとともに、個やグループ、学級 全体などの
○人の役に立つ人間になりたいと思う 学習形態を工夫して多様な協働学習の場面を充実させる。
○友達と協力するのは楽しい ○各教科の特質に応じた「見方・考え方」を働かせる単元構成を工夫するとともに、学ん
○学習の中でPCなどのICT機器を使うのは勉強に役立つと思う だことを関連付け、体系化していく学習過程を工夫する。
○友達と話し合うとき、友達の話や意見最後まで聞くことができる ○授業改善推進チーム（数学・情報）を活用し、授業力の向上とともに学力向上を図る。
○道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合っ ○チャレンジテストの取組による学習マネジメントサイクルの推進をする。
たりする活動に取り組んでいる

○国語の勉強は大切だ 落ち着いた学級づくり
○国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき役に立つと思う
○数学の勉強は大切だ ○小中９年間を通した学習規律を徹底する。

○年２回のほっとを位置付け、学級の人間関係の理解に取り組むとともに、豊かな個性が
肯定的な回答が低い割 ○普段(平日)、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム(PC、スマホ 受容できる心理的安全性の保障を大切にした学級経営をめざす。
合を示した質問 のゲーム等含)をしますか →２時間以上４時間未満 ○生徒自らが考え、互いに意見を述べ合う学び合いや助け合いの機会を積極的に設け、生

○土日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をし 徒主体の取組を一層工夫しながら、自己効力感や自己肯定感を高める。
ていますか →１時間以上、２時間より少ない

○普段、１日当たりどれくらいの時間、読書をしていますか 望ましい学習習慣づくり
→１０分より少ない、または、全くしない

○新聞を読んでいますか →ほとんど、または、全く読まない ○家庭学習の手引きを配布し、家庭学習の目的や取組の見通しをもたせる。
○今住んでいる地域の行事に参加している →ほとんど参加していない ○テレビ、インターネットなど、メディアとの関わりについて自分の生活を振り返らせる。
○普段、１日当たりどれくらいの時間、スマホやPC等のICT機器を勉強 ○テスト計画表の取組を通して、限られた時間の効果的な使い方を学ぶ体験を積み重ねる。
ために使っていますか →３０分以上、１時間より少ない ○家庭学習におけるeライブラリの活用の推進を図る。
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◆具体の改善例 （国語） （数学）

◆課題のみられた問題例 ◆課題のみられた問題例

３ 次は、夏目漱石の作品『我輩は猫である』のほんのカバーに書かれている【紹介】と、【文章の一 ９ ３０°、６０°、９０°の同じ三角定規を２つ用意し、それぞれ△ABC、△DEFとします。直輝さんと由衣さ
部】です。これらを読んで、あとの問いに答えなさい。 んは、この２つの三角定規を組み合わせてできる四角形について考えることにしました。

（３）ある条件の下で、いつでも成り立つ
図形の性質を見いだし、それを数学的
に表現することができる

【数学的な見方や考え方】
問題
二人は、左に動かす三角定規を、斜辺

を底辺としたときの高さが△ABCと等し
い４５°、４５°、９０°の三角定規に変えて、
重なったところにできる四角形について
考えることにしました。

図６のように、４５°、４５°、９０°の三角
定規を△GHIとし、辺ABと辺IG、辺HG
と辺ACの交点をそれぞれ点R、Sとする
と、四角形ARGSができます。

点Gが編BC上にあり、編HIが編BCと
並行になるように、△GHIを左に動かし
たとき、二人は、四角形ARGSが長方形
にならないと考え、次のような図７、図８
を書きました。

四 【紹介】に 線部「様々に評価する」とありますが、【文章の一部】では、「吾輩」は「黒」をどの
ように評価し、どのような接し方をしていますか。また、あなたは、そのような「吾輩」の接し方をど
う思いますか。次の条件１と条件２にしたがって書きなさい。なお、読み返して文章を直したいときは、
二本線で消したり行間に書き加えたりしてもかまいません。【読む能力】

条件１ 【文章の一部】から、「吾輩」が「黒」を評価している表現を引用した上で、「吾輩」が「黒」
にどのような接し方をしていることが分かるのかを書くこと。

条件２ 条件１のような「吾輩」の接し方について、あなたの考えを具体的に書く。

△GHIを動かしても、四角形ARGSの∠ARGと∠ASGの和はいつでも１８０°になります。このほかに、
∠ARG、∠ASGの大きさについて、いつでもいえることを書きなさい。

正答例

1 ∠ARG、∠ASGのそれぞれの大きさは変わらないことを解答しているもの。
正答例 （∠ARGの大きさは変わらないこと、∠ASGの大きさは変わらないことのいずれかを解答している者を
Ａ 「はなはだ御しやすい猫である」と評価しており、「吾輩」は「黒」の機嫌をとるような接し方をし 含む）
ていることが分かる。私は、このような「吾輩」の接し方はとても賢いと思う。 ２ ∠ARG＝１０５°であり、∠ASG＝７５°であることを解答しているもの。

B 「腕力と勇気とにいたってはとうてい黒の比較にはならない」と書かれていて、黒に敬意をもって接して （∠ARG=105°であること、∠ASG=75°であることのいずれかを解答しているもの含む）
いることが分かります。相手の悪い面だけでなく、よい面にも目を向けることは大切なことだと思います。 ３ 上記１、２以外で、∠ARG、∠ASGの大きさについて成り立つことを解答しているもの

C 「元来黒は自慢をするだけにどこか足りないところがあって」と相手を見下すような接し方をしてい
て、あまりよい気持ちがしない。

正答の条件：次の条件を満たして解答している。

① 【文章の一部】から、「吾輩」が「黒」を評価している表現を引用して書いている。

② ①で引用した表現から、「吾輩」が「黒」にどのような接し方をしていることが分かるのかを書いている。

③ ②のような「吾輩」の接し方について、自分の考え方を具体的に書いている。

直輝さん：「△GHIを動かすと四角形ARGSの４つの編の長さはそれぞれ長くなったり短くなったりするよ。角の大きさは
どうなるかな。」

由衣さん：「∠RASと∠RGSの大きさはそれぞれ９０°で変わらないね。∠ARGと∠ASGの大きさはどうかな。」


